
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月５日（月）の生徒朝礼で、 
生徒会長から、第４１期生徒会 
スローガンが発表されました。 
 「日進月歩 ～努力の継続が 
未来への一歩～」です。 

    このスローガンには「少しず 
つでも日々こつこつと努力することで、大きい未来（中学  
校卒業後など）の一歩につなげる。中学校での話にとどま 
らず、卒業後の未来の自分を見すえて努力し、成長してい 
きたい」との思いが込められているとのことです。 
  心に響く、とても素晴らしいスローガンです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常陽中だより 
令和６年 ２月２８日 

尼崎市立常陽中学校 

校長 民谷 洋二 №１１   
       

お子様のご卒業、おめでとうございます。 
中学校３年間は、思春期で難しい時期でもあり、

卒業後の進路を決定していく時期である上に、新型
コロナへの不安も重なり、大変なご苦労があったか
と思います。３年間は、今思えばあっという間に感じ
られることと思いますが、心身ともに立派に成長され
たお子様の姿に感慨もひとしおのことと思います。 

この３年間、育友会活動をはじめ、本校の教育活
動にご理解とご協力、そしてあたたかいご支援を賜
り、心から感謝申し上げます。 

  目標達成のために「頑張ろう！」というやる気はと
ても大切ですが、そのやる気を持ち続けることは、本
当に難しいことだと思います。長く努力を続けたり、
努力を積み重ねたりするにあたっては、「自分のペ
ースで」「できることから一歩ずつ」ということも意
識してほしいと思います。 
 誰かと比べる必要はありません。自分が「努力で
きたかどうか」が大切です。 
 よく聞く話かもしれませんが、自分で努力したこと
が、無駄になるということはありません。これは、先
生自身のこれまでの経験からも、そう言えます。 
 もちろん、うまくいくことばかりではありませんので
結果として、その時は「失敗した」とか「負けた」とい
うこともあるかもしれません。ですが、それは自分が
してきた努力が無駄になったということでは絶対に
ありません。  

むしろ逆に、「失敗」や「挫折」も、自分自身の力
や経験として、自分にとってプラスになっています。 

「今の努力は、無駄にならない」「今の経験は、必
ず生きる」、そう信じて、できることから一歩ずつで
かまいません、自分らしく努力を続けてほしいと思い
ます。      （2月５日 生徒朝礼での講話から抜粋） 

１年生が１月２５日（木）、２年生が１月２６日（金）
に百人一首大会を行いました。 

太鼓の音を合図に札を読み上げましたが、皆さん
の札を取る速さに驚きました。 

クラスごとに取った枚数を 
競いましたが、季節を感じる 
ことができる行事を、皆さん 
で楽しむことができました。 

２月１４日（水）から、正面玄関を入ったところに、 
ひな人形を飾っています。 
  校務員さんがきれいに 
飾ってくださいました。 

学校を訪問してくださる 
お客様からも「季節を感じ 
させてくれますね」など、声 
をかけていただいてます。 

【陸上競技】  
第３８回尼崎市中学校女子駅伝競走競技大会 

区間１位 ５区     
区間２位 ２区   

３月８日（金）に、第４０回卒業証書授与式を行い
ます。３年生の皆さんはこれまで、学校行事などで、 
自分たちの姿を通して、後輩にたくさんのことを伝え
てくれました。心から、感謝しています。 
  一人一人が３年間の思いをこめた、素晴らしい卒
業証書授与式になることを期待しています。 
 
→右の写真は文化 

発表会での学年 

合唱の様子です。 


